レオナルド・ダ・ヴィンチ展　天才の肖像
　「レオナルド・ダ・ヴィンチ」（1452〜1519）は、イタリア・ルネサンスの巨匠とされ、今回の展覧会は“人類の遺産。ついに日本へ！”との触れ込みで、「ミラノ・アンブロジアーナ図書館・絵画館」が所蔵する主な作品が、「東京都美術館」（上野公園）で公開・展示（2013.4.23〜6.30）されている。
　「アンブロジアーナ」は、1607年にミラノの大司教「フェデリーコ・ボッロメーロ」によって創設され、彼自身や収集家から寄贈された美術品などを所蔵しているが、今回、日本で紹介されるのは初めてであるため脚光を浴びている。
　日本初公開の「音楽家の肖像」（油彩・板、1485年頃）は、1904年に画面を洗浄した際に楽譜と文字が現れたことから作品名が付けられたとされている。
　この作品（写真）は、モデルの若い男の姿勢が少し硬くて不自然、ゆがみ、深みと明るさに欠ける色彩、繊細さの不足した頭髪、全く立体感のない胸、バランスのおかしい手の位置、影のグラディーションの単純さなどから、画伯自身の作品ではなく“レオナルド工房”ではないかと疑問視されているという。
　他の展示品は、画伯が修業時代から晩年までの40年間にわたって書き留めた様々な事柄の直筆メモ「アトランティコ手稿」（紙葉枚数1119）に収められた“22葉”や、彼の影響を受けた「レオナルデスキ」の油彩画“100点”などである。　
幅広い知識の「レオナルド」の真筆に触れることができる稀な機会であろう。
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